
 

        

  

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年 ３月 

神戸市シルバーカレッジ             編集・発行 KSC同窓会編集委員 
〒651-1106 神戸市北区しあわせの村１－１６     Tel.078-743-8100 Fax.078-743-8103 

KSC：URL http://kobe-sc.org                 Ｅ-mail: scjyouhoushi@live.jp 

KSC同窓会：URL  http://kscalumni.yokochou.com/ 

 

 
 

２０号 

◇「シニア世代の学びを社会に活かす」特別講義  ◇次期「前田潔」学長プロフィール 

シニア世代の学びを社会に活かす 
服部祥子学長 ご退任記念特別講義  

 

「服部祥子」学長と次期「前田潔」学長 特別講義を聴講する 1年生 

 

清水同窓会会長から感謝の花束の贈呈 

http://kobe-sc.org/
mailto:scjyouhoushi@live.jp
http://kscalumni.yokochou.com/


 

 

 

（日時） 令和4年3月４日（金）13:00～14：30 

（場所） カレッジホール  

（講師） 服部祥子 学長 

（テーマ） 「シニア世代の学びを社会に活かす」 

特別講義 

（参加） 1年生対象 

 

 早春の頃、シルバーカレッジで7年間学長を務め

られ、３月でご退任される服部学長の特別講義をお

聴きしました。 

初めに服部学長は、初代の今井鎮雄学長が２０１４

年２月にご逝去された後、２代目学長として就任され

ました。講義の内容は、今年の１月に出版されたご自

身の著書に基づいて進められました。 

１． シニア世代の新しい人生モデルを考える。 

終戦後は、人生５０年時代と言われていましたが、

僅か数十年後には、人生１００年時代に変わりました。 

 この倍になった人生をシニア世代はどう生きるの

か、古代インドの四住期論と同じように、学生期、家

住期、林住期、遊行期の４つに分割しました。 

そして、３番目の林住期が人生

で一番充実した時期であ

り、シバーカレッジでの学

びを選ばれた皆様は、大

変聡明な方と言えます。

そして、この選択肢が人生

モデルになることを想い、

服部学長はこの本を書か

れたそうです。 

２． ある卒業生の心豊かな生き方。 

 その人は退職後、社会貢献に励んでいましたが、シ

ルバーカレッジで再び学び直し、心の豊かさを得ら

れた偉大な先輩の話です。 

現代の豊かさの指標は、物の豊かさではなく、心

の豊かさを言います。英語の頭文字を取って「信頼」

「文化」「連携・交流」「創造性」の４Cで言います。 

３． 神戸市シルバーカレッジの誕生物語 

 １９９０年に神戸市は、将来の超高齢化社会を見込ん

で高齢者生涯学習施設の構想を立てました。まず懇

話会を作り、その時の委員長が今井鎮雄学長です。 

４． 運営システム 

シルバーカレッジには普通の大学の様に３つのポ

リシーが備わっています。そして、それがPDCAの

サイクルでしっかり管理されています。 

５． 学習編成 

 シルバーカレッジの大きな特徴である、福祉文化が

おかれました。福祉文化とは、自分の為だけでなく、

互いを大切にして、助け合い寄り添って生きて行く

と言う考え方です。 

 それから、グループ学習がありますが、これはお互

いの協調性が重視される、大変重要な学習です。 

６． 縦横のつながりのある学生生活 

 縦の繋がりは、地域交流活動であり、各小学校区

の支援を行い、横の繋がりとは、学校行事などのク

ラス内での繋がりです。卒業後も同窓会など、楽し

い繋がりがあります。 

７． 「特定非営利活動法人社会還元センターグルー

プわ」の存在と活動 

 グループわの存在と活動には、ボランティア活動を

希望する人を、仲介役として現場に派遣する事が出

来ると言う強みがあります。 

８． 人・社会を支える卒業生～実践例 

 実例を挙げて、子供たちの学習支援など、アクティ

ブに実践されている。 

９． 新型コロナウィルスの来襲を受けて 

 自立自助、すなわち人に頼らず、自分を守り自分の

力で生きていく。そして共生共助、自分の出来る範囲

で人を助け寄り添い、他者と共に生きていく。必ず心

に灯がともります。 

１０．パンデミックの試練とその先 

少子超高齢化社会と財政の悪化、それらに拍車を

かけてのコロナ禍で、シニアにとっては試練の連続

です。 

自助、互助、共助、公助の順で地域社会と連携し、前

進していかなければなりません。「再び学んで他のた

めに」のスクールモットーは前を向いて前進していく

強力な力になるでしょう。   

   （健福19期 中部 周二） 

 

 

 

 

 

１９４７年 ３月６日生れ 

１９７１年 神戸大学医学部卒業 

１９７６年 神戸大学大学院医学

研究科修了 医学博士 

２０１０年 神戸大学名誉教授 

２０１５年 神戸市認知症対策監 

２０１７年 神戸学院大学寄附講

座特命教授 

服部学長から、シルバーカレッ

ジの歴史と今後の目指すところ

を伺いました。私は年に一度、共通授業で１０年ほど

通わせて頂いております。 

４月からは皆様のお知恵も拝借して、より良いシル

バーカレッジになるように努力して参ります。 

シニア世代の学びを社会に活かす 
特別講義 

次期シルバーカレ ッジ学長 
前田 潔 先生  

講義をされる服部学長 

前田潔 次期学長 


